
いばらき県議会だよりNo.169 2009年（平成21年）11月22日（日曜日）❶

いばらき県議会だより
発行：茨城県議会　編集：県議会情報委員会

〒310-8555　水戸市笠原町978番6
Tel.（029）301-5646［年4回発行］

http://www.pref.ibaraki.jp/gikai/県議会のホームページ
http://mobile.pref.ibaraki.jp/?page=3044県議会携帯サイト

  調査時期　平成21年 7月12日～8月31日　　　回収結果　4,607 件（郵送 4,398 件、インターネット 186件、持参 23件）
  回答者について
〈性別〉男 63%、女 34%　不明（無回答）3%
〈年齢〉（19歳以下）0.3%　（20～ 29歳）1.7%　（30～ 39歳）6.6%　（40～ 49歳）8.6%　（50～ 59歳）16.8%　（60～ 69歳）35.0%　（70歳以上）28.3%　（無回答）2.7%
〈職業〉（自営業・自由業）10%　（農林漁業）3%　（商工サービス業）3%　（管理職）6%　（事務職・専門技術職）14%　（労務職）2%　（学生）1%　 （主婦）20%　（その他・無職）37%　
　　　 （不明）4%

No.169

議会だより県民アンケートの集計結果（概要）について

問2　茨城空港について
茨城空港がより多くの航路を確保するため、「様々な手段を講じ国内線の確保に引き続き努力」し、「県
内・近県の需要を喚起する取り組み」を積極的に行うべきという意見が多い。また、空港への不安
や疑問、開港反対論、問題点、期待、提案など様々な意見が寄せられ、県民の関心の高さが感じら
れる。

茨城空港は平成22年 3月、小美玉市に開港予定です。より多くの航路を確保するためどのよう
な取り組みを行うべきと考えますか（2つまで○をつけてください）

様々な手段を講じ国内線の確保に引き続き努力する

県内、近県の需要を喚起する取り組みを積極的に行う

東アジア等外国からの需要を喚起する取り組みを積極的に行う

LCC（格安航空会社）等海外の航空会社に就航を働きかける

チャーター便の就航を働きかける

その他

〈その他の主な意見〉
空港への交通手段を確保しアクセスを良くしてほしい。（TXの延伸やシャトルバスの運行など）/
貨物便に特化した空港にする /茨城に空港は不要。税金の無駄使いなので中止すべきである、など

問3　森林湖沼環境税について
「森林湖沼環境税が導入されていることを知らない」と答えた人が 47%と多く、県民への更なる周
知PRが必要である。税の使い道としては、生活排水や事業所排水等の汚濁削減による湖沼・河川
の水質保全を望む声が多い。
県では、森林や霞ヶ浦をはじめとする湖沼・河川などの保全・整備の推進のため、平成20年度
から5年間、「森林湖沼環境税」を導入しており、県民の皆様方から原則として1人あたり年額
1,000円を個人県民税に上乗せする形で納税していただいております。あなたは、この森林湖沼
環境税を知っていますか。（1つに○をつけてください）
①よく知っている（9%）②納税していることは知っているが使われ方はよくわからない（29%）
③名前は聞いたことがあるが詳しいことはわからない（15%）④導入されていることを知らなかった（47%）。

また、あなたは、この森林湖沼環境税をどのように使って欲しいと思いますか。（2つまで○をつ
けてください）

問4　雇用対策について
「企業誘致や新産業の育成などによる雇用の場の確保」を望む意見が 30%と最も多く、次いで「行
政がやってきた仕事を民間に移すことによる新たな雇用の創出」を求める意見が多い。

あなたは、雇用対策として、次の中で、どれに力を入れていくべきだと思いますか（2つまで○
をつけてください）

企業誘致や新産業の育成などによる雇用の場の確保

行政がやってきた仕事を民間に移すことによる雇用の場の確保

教育の場における職業訓練の充実

ワークシェアリング（仕事の分かち合い）の推進の働きかけ

就職相談会や各種メディアを通じての雇用情報の的確な提供

その他

〈その他の主な意見〉
医療・福祉分野における雇用施策を充実させる /農水産業への就業人口の拡大を図る施策を /高齢
者の雇用促進をしてほしい、など

問5　福祉の充実について
「高齢者や障害者が、地域の中で共に暮らすことができる機会や施設の充実」や「在宅で介護してい
る家族などへの支援」を望む意見が多い。

あなたは、福祉の充実について、次の中で、どれに力を入れていくべきだと思いますか（2つま
で○をつけてください）

問6　子育て支援について
「保育サービスの拡充」と「子育てへの経済的支援」を求める意見がそれぞれ20％と最も多い。

あなたは、子育ての支援について、次の中でどれに力を入れていくべきだと思いますか。（2つま
で○を付けてください）

問1　産業大県づくりについて
産業大県の実現には、特に「消費者から信頼され、日本の食を支える元気ないばらき農業の確立」
に力を入れていくべきという意見が 42%と最も多く、次いで「つくば・東海などの科学技術を活
かした産学官連携による先端産業の創出」を求める意見が24%と多い。

茨城県では、競争力にあふれ、これからの日本を産業面でリードするため「産業大県」づくりを
推進しています。産業大県の実現のために、あなたは、次のうち特にどれに力を入れていくべき
と思いますか。（2つまで○をつけてください）

消費者から信頼され、日本の食を支える元気ないばらき農業の確立

つくば・東海などの科学技術を活かした産学官連携による先端産業の創出

ベンチャー企業の育成や新たな事業分野へ進出する企業の支援

世界と競争できるような企業の誘致推進

空港など広域交通ネットワークを活用した国内外に開かれた観光の拡大

その他

〈その他の主な意見〉
中小企業の支援を。現在ある企業を守ることが大切 / 福祉や医療、教育、環境産業に力を入れて
ほしい / 公共交通や道路を整備してほしい、など

保育サービスの拡充（受け入れ対象児の拡大、延長保育の推進など）

子育てへの経済的支援

幼稚園と保育園の一元化

保育所などの保育施設の充実

放課後、子供を預かる児童クラブなどの充実

地域で子育てを支援する体制づくり

その他

〈その他の主な意見〉
安心して産める環境を作って欲しい /子育て支援の前に結婚対策や不妊治療のサポートをしてほし
い /自分の子は自分で育てるのが基本。雇用の安定が何よりの子育て支援である、など

高齢者や障害者が、地域の中で共に暮らすことができる機会や施設の充実

在宅で介護している家族などへの支援

介護保険サービスや障害者に対する福祉サービスの充実

ホームヘルパーなど、福祉関係の人材育成

生涯学習や社会参加の支援などの生きがい対策

その他

〈その他の主な意見〉
福祉の現場で働く人の待遇改善。賃金を上げ、人材確保をすべき /障害者に関してはまだサービスが
足りない。これからは子育ての若い世代と障害者に光を当てるべき/介護保険料が高すぎる、など

〈その他の主な意見〉
杉などの花粉症対策を進めてほしい /森林湖沼環境税をどのように使ったのか、県民へ報告をして
ほしい /県民へのPRが不足している、など

生活排水や事業所排水等の汚濁削減による湖沼・河川の水質保全

間伐などによる森林の保全・整備

身近な平地林、里山林の保全・整備

子供などへの環境教育の充実

県産木材の利用促進

その他

（8面に続く）

県議会では、県政及び県議会に対する県民の関心や意見などを把握し、今後の県議会活動に反映させる上で必要な基礎的資料を得ることなどを目的に、
いばらき県議会だよりNo.168 の紙面を利用してアンケートを実施しました。多くの皆様からのご回答ありがとうございました。皆様からいただいた
ご意見を参考に、今後の議会活動や議会広報に活かしてまいります。集計結果の概要については、以下のとおりです。また、アンケートの詳細をまとめ
た報告書はホームページでご覧になれます。（県議会ホームページ　http://pref.ibaraki.jp/gikai/）お問い合わせは政務調査課（電話：
029-301-5646、Fax：029-301-5629、E-mail：gikai@pref.ibaraki.lg.jp）へお願いします。 
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代表質問（要旨）

「希望」が持てる県づくりを

  

議
員
提
出

○
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
適
正
な
執

行
を
求
め
る
意
見
書

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

○
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
に
際
し
て
の
賀

詞
奉
呈
に
つ
い
て

○
災
害
被
災
者
へ
の
支
援
充
実
を
求
め
る
意

見
書

○
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
推
進
を
求
め
る
意
見

書
○
地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
推
進
と
地
方
財
政

の
立
て
直
し
を
求
め
る
意
見
書

○
経
済
成
長
を
実
現
で
き
る
平
成
二
十
二
年

度
予
算
の
編
成
を
求
め
る
意
見
書

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書

○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
継
続
と
さ

ら
な
る
充
実
を
求
め
る
意
見
書

○
警
察
官
の
増
員
を
求
め
る
意
見
書

○
信
号
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
を
求
め
る
意

見
書

  

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
四
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
二
件
）

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
高
校
生
修
学
支
援
基
金
条
例

○
茨
城
県
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時

特
例
基
金
条
例

○
茨
城
県
医
療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
基
金

条
例

○
茨
城
県
介
護
基
盤
・
処
遇
改
善
等
臨
時
特

例
基
金
条
例

○
茨
城
県
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
基
金
条

例
○
茨
城
県
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基

金
条
例

◆
条
例
の
全
部
改
正

○
茨
城
県
青
少
年
の
健
全
育
成
等
に
関
す
る

条
例

○
茨
城
県
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
補
助

に
関
す
る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

○
茨
城
県
健
や
か
こ
ど
も
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
県
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
茨
城
県
警
察
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
工
業
団
地

事
業
用
地
）

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
防
災
用
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
（
茨
城

中
央
工
業
団
地
事
業
用
地
）

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て
（
萱
丸

地
区
業
務
用
地
）

ほ
か
八
件

　平成21年第３回定例県議会は、以下の会期日程で開催され
ました。

■10月5日(月) 本 会 議

■10月8日(木)・9日(金) 本 会 議 （代表質問・質疑）

本 会 議 （一般質問・質疑）■10月13日(火)
　14日(水)・ 15日(木)

■10月20日(火) 本 会 議 （予算関係議案常任委員長報告等）

■10月21日(水) 決算特別委員会

■10月16日(金)・19日(月) 常 任 委 員 会

■10月22日(木) 予算特別委員会

■10月23日(金) 県出資団体等調査特別委員会

■10月26日(月) 本 会 議 （委員長報告、採決、閉会）

議
員
（
自
民
）  

「
幸
福
」
を
願
う

「
希
望
」
と
「
変
革
」
は
表
裏
一
体

の
概
念
で
あ
る
が
、
失
わ
れ
た
十
年

以
降
、
様
々
な
格
差
が
拡
大
し
「
希

望
は
失
わ
れ
た
」
と
も
言
わ
れ
る
な

か
、
県
民
が
「
希
望
」
を
持
て
る
県

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い

く
の
か
。

知
事　

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
「
生
活
大
県
」
づ
く
り
を
進
め
、

県
民
の
不
安
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、

「
産
業
大
県
」
づ
く
り
の
推
進
に
よ

る
地
域
活
力
の
維
持
や
、
青
少
年
に

夢
や
希
望
を
持
た
せ
る
教
育
が
重
要

と
考
え
る
。

議
員　

知
事
と
県
議
会
の
関
係
に
お

い
て
は
、
良
い
意
味
で
の
緊
張
関
係

と
中
立
公
正
な
立
場
に
立
っ
た
是
々

非
々
主
義
が
必
要
で
あ
り
、
議
員
の

提
案
を
真
摯
（
し
ん
し
）
に
受
け
止

め
県
政
運
営
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
ど
の
よ
う
な
県
政
運
営
の
基

本
姿
勢
で
県
議
会
に
臨
む
の
か
。

知
事　

議
会
と
執
行
部
は
緊
張
関
係

を
保
ち
つ
つ
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

県
政
の
発
展
と
県
民
福
祉
の
向
上
と

い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
い
連
携 

協
力
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
県

政
の
重
要
課
題
に
対
し
、
情
報
を
積

極
的
に
提
供
し
、
開
か
れ
た
場
に
お

い
て
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
、
議
員

か
ら
の
提
案
な
ど
は
真
摯
に
受
け
止

め
で
き
る
限
り
県
政
運
営
に
取
り
入

れ
て
い
く
。

議
員　

将
来
負
担
額
に
占
め
る
比
率

の
高
い
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
な
ど
も
含
め

た
将
来
負
担
比
率
引
下
げ
の
数
値
目

標
を
示
す
と
と
も
に
、
対
応
策
に
つ

い
て
県
民
に
説
明
す
る
な
ど
、
将
来

負
担
に
係
る
政
策
決
定
の
過
程
を
明

確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
は
。

知
事　

数
値
目
標
は
、
税
収
動
向
な

ど
に
よ
り
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
設
定
し
て
い
な
い
が
、

ご
指
摘
の
と
お
り
Ｔ
Ｘ
な
ど
に
係
る

将
来
負
担
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
具
体
的
対
応
策
も
含
め

た
将
来
負
担
全
体
の
縮
減
策
に
つ
い

て
、
議
会
の
審
議
を
い
た
だ
い
た
上

で
早
期
に
着
手
し
た
い
。

議
員　

不
適
正
な
経
理
処
理
に
つ
い

て
県
の
調
査
結
果
を
伺
う
。
さ
ら
に

損
害
等
に
つ
い
て
の
返
済
措
置
及
び

再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

調
査
の
結
果
、
監
査
の
指
摘

以
外
に
も
「
預
け
金
」
な
ど
の
不
適

正
経
理
が
あ
っ
た
。
使
途
不
明
金
や

私
的
流
用
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
県
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お
詫

び
す
る
。
速
や
か
に
調
査
結
果
を
公

表
す
る
と
共
に
関
係
職
員
の
処
分
や

県
に
与
え
た
損
害
の
返
還
に
つ
い
て

適
切
に
対
応
す
る
。

議
員　

政
策
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
国
や
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
か
と
い
う
原
則
を
示
し
、

確
固
と
し
た
政
治
理
念
を
も
っ
て
政

策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
こ
の
政
策
決
定
に
お

け
る
原
則
論
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

知
事
の
認
識
を
伺
う
。

知
事　

ま
ず
は
目
指
す
べ
き
国
家
像

や
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
国
家
戦

略
を
構
築
し
、
そ
の
原
則
の
上
に

立
っ
て
個
々
の
政
策
は
決
定
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
新
政
権
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
国
家
戦
略
に
基
づ

く
政
権
運
営
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

私
も
、
政
策
決
定
に
お
け
る
原
則
論

の
重
要
性
を
十
分
認
識
し
県
政
運
営

に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
長
期
総
合
計
画
策
定
と

ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
、
安
全
・
快
適

な
社
会
づ
く
り
、
政
権
交
代
を
踏
ま

え
た
県
政
の
重
要
政
策
へ
の
対
応
な

ど
も
質
問
）

　

平
成
二
十
一
年
第
三
回
定
例
会
は
、
十
月
五
日
か

ら
十
月
二
十
六
日
ま
で
二
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
知
事
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
茨
城
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
員
か
ら
平
成
二
十
一
年

度
補
正
予
算
の
適
正
な
執
行
を
求
め
る
意
見
書
な
ど

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問
は
、
希
望
が
持
て
る
県
づ
く
り
の
推
進

方
策
、県
北
臨
海
部
の
産
科
医
療
の
確
保
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
早
期
運
用
開
始
策
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

（
二
・
三
面
）

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
病
院
事
業
経
営
改
善
の
今

後
の
目
標
、
県
北
地
域
の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
と

販
売
戦
略
、
水
海
道
有
料
道
路
の
無
料
化
、
障
害
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
策
、
筑
波
山
の
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
、
Ｔ
Ｘ
秋
葉
原
駅
の
利
便
性
向
上
策
、

県
民
所
得
の
向
上
策
、
自
殺
予
防
対
策
の
取
り
組
み

強
化
、
命
を
大
切
に
す
る
教
育
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。（
四
・
五
面
）

　

各
常
任
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
議
、
そ
の
他

所
管
事
務
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
、
茨
城
空
港
開
港

の
メ
リ
ッ
ト
の
積
極
的
な
周
知
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故

の
教
訓
の
風
化
防
止
策
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
摂
取
開
始
時
期
、
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内
容
、
県
有
施
設
の
耐
震
化

へ
の
取
り
組
み
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

の
公
表
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
。（
六
面
）

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
付
託
議
案
の
審
査
の
ほ
か
、

台
風
十
八
号
の
被
災
者
支
援
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
、

子
ど
も
の
医
療
費
完
全
無
料
化
、
警
察
官
大
量
退
職

時
期
の
課
題
と
対
策
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
事
務
の

あ
り
方
、
動
物
愛
護
行
政
の
推
進
、
義
務
教
育
の
完

全
無
償
化
、
暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）
排
水
事
業
な
ど
の

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。（
三
面
）

　

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
二
十
年
公
営

企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

（
七
面
）

　

県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
県
出
資

団
体
や
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
経
営
健
全
化
を
図

る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
活
発
に
議
論
し
、

精
査
団
体
及
び
精
査
会
計
の
改
革
方
針
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。（
七
面
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、
報

告
、
意
見
書
、
請
願
な
ど
の
四
十
三
件
の
議
案
等
が

可
決
、
同
意
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡　

正
彦

（
自
由
民
主
党
）

長
谷
川
修
平　

（
民　

主　

党
）

井
手　

義
弘　

（
公　

明　

党
）

●
質
問
者

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

第3回定例会の主な日程

今
定
例
会
の
概
要

「
希
望
」が
持
て
る
県
づ
く
り
の
推
進
方
策
は

生
活
大
県
づ
く
り
を
進
め

県
民
の
不
安
を
取
り
除
く
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代表質問（要旨）

産科の再開が期待される日製日立総合病院

来年7月の運用開始が期待される
ドクターヘリ

委
員
（
自
民
）　

竜
巻
の
被
災
者
に
対
し
、

龍
ケ
崎
市
及
び
土
浦
市
で
は
見
舞
金
の

支
給
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
他
県
で
も

三
十
二
道
県
で
独
自
の
支
援
制
度
を
有

し
て
い
る
と
聞
く
。
本
県
と
し
て
も
見

舞
金
等
独
自
の
支
援
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

こ
れ
ま
で
災
害
の
見
舞
金
は
市

町
村
の
み
で
県
と
し
て
は
実
施
し
て
は

い
な
か
っ
た
が
、
他
県
の
状
況
等
も
踏

ま
え
、
今
回
の
よ
う
な
局
地
的
な
災
害

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
早
急
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
支
援
制
度
の
対
象
の
見
直
し
、

災
害
支
援
情
報
窓
口
の
一
元
化
な
ど
も

質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）　

知
事
は
、
今
任
期
中
の

四
年
間
で
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に
ど

の
よ
う
な
道
筋
を
立
て
て
い
く
つ
も
り

な
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、

特
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
伺
う
。

知
事　

水
質
改
善
の
た
め
に
は
汚
濁
負

荷
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る

生
活
排
水
や
、
面
源
負
荷
と
言
わ
れ
て

い
る
農
地
か
ら
の
負
荷
削
減
が
重
要
。

霞
ヶ
浦
は
県
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、

県
政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
水

質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
空
港
の
開
港
日
な
ど

の
見
込
み
、
行
方
地
域
の
農
業
の
活
性

化
策
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
共
産
）　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ

い
て
、
所
得
制
限
や
一
部
自
己
負
担
な

し
に
、
中
学
卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
知
事
の
見
解
を
伺

う
。

知
事　

中
学
卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
は

積
極
的
に
進
め
た
い
が
、
社
会
保
障
制

度
の
枠
組
み
の
中
で
国
が
統
一
し
て
実

施
す
る
の
が
最
も
よ
い
と
考
え
る
。
所

得
制
限
は
三
十
三
都
道
府
県
で
、
一
部

自
己
負
担
は
三
十
七
都
道
府
県
で
導
入

し
て
お
り
、
財
政
が
厳
し
い
た
め
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
職
員
と
教
員
の
採
用
増
、

茨
城
空
港
・
自
衛
隊
百
里
基
地
の
共
用

化
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）　

本
県
で
は
、
今
後
十
年

間
に
千
五
百
人
も
の
警
察
官
が
定
年
を

迎
え
る
た
め
、
急
激
な
世
代
交
代
に
よ

る
警
察
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
警

察
官
の
大
量
退
職
に
伴
う
警
察
力
の
維

持
向
上
策
を
伺
う
。

警
察
本
部
長　

教
育
訓
練
の
充
実
の
た
め
、

捜
査
員
の
系
統
立
て
た
育
成
や
、
退
職

警
察
官
に
よ
る
技
術
伝
承
な
ど
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
優
秀
な
人
材
確
保
の

た
め
、
募
集
活
動
の
強
化
や
各
種
広
報

媒
体
を
通
じ
た
広
報
活
動
な
ど
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
、

企
業
倒
産
の
実
態
と
県
の
緊
急
経
済
対

策
融
資
の
効
果
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
民
主
）　

四
月
の
組
織
再
編
で
特

殊
車
両
通
行
許
可
申
請
の
取
扱
窓
口
が

県
内
十
二
カ
所
か
ら
半
減
し
、
特
に
県

西
で
は
筑
西
土
木
事
務
所
だ
け
で
あ
り
、

許
可
事
務
の
一
部
に
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
と
も
に
、
遠
方
の
申
請
者
は
不
便
を

き
た
し
て
い
る
。
境
工
事
事
務
所
で
の

取
り
扱
い
を
復
活
す
べ
き
。

知
事　

今
回
の
組
織
見
直
し
は
行
財
政

改
革
の
一
環
で
行
っ
た
。
一
部
に
許
可

の
遅
れ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
申
請

者
は
窓
口
ま
で
の
距
離
よ
り
、
一
日
も

早
い
許
可
を
望
ん
で
お
り
、
迅
速
な
事

務
処
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
改
善
に
努
め

る
。

（
ほ
か
に
、
台
風
十
八
号
に
よ
る
被
災

者
へ
の
支
援
な
ど
も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
公
明
）　

本
県
の
犬
の
殺
処
分
数

は
六
千
百
八
十
九
頭
（
二
〇
〇
七
年
度
）

で
全
国
最
多
で
あ
る
。
殺
処
分
数
減
少

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

市
町
村
な
ど
が
行
う

避
妊
去
勢
手
術
の
助
成
制
度
活
用
の
広

報
や
、
繰
り
返
し
引
き
取
り
を
求
め
る

飼
い
主
へ
の
警
告
文
書
・
戸
別
訪
問
指

導
な
ど
で
安
易
な
繁
殖
・
飼
育
放
棄
を

抑
止
す
る
。
ま
た
、
迷
子
札
の
着
用
促

進
や
子
犬
の
譲
渡
会
な
ど
で
殺
処
分
数

の
減
少
に
努
め
て
い
く
。
犬
の
捕
獲
頭

数
の
多
い
鹿
行
地
域
で
の
実
態
調
査
も

実
施
す
る
。

（
ほ
か
に
、
消
費
者
行
政
の
推
進
な
ど

も
質
問
）

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）　

政
治
は
、
十
五
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
守
る
責
任
を
果
た
し
、
義

務
教
育
の
完
全
無
償
化
と
医
療
費
無
料

化
を
実
現
す
べ
き
。
新
政
権
の
子
ど
も

手
当
の
財
源
を
充
て
れ
ば
、
実
現
可
能

と
思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

知
事　

十
分
可
能
だ
が
、
恒
久
的
財
源

や
支
援
対
象
を
ど
う
す
る
か
、
医
療
費

無
料
化
は
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
増
や
し

医
療
機
関
の
破
た
ん
を
招
か
な
い
か
、

義
務
教
育
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
も

含
め
て
ど
う
す
る
か
、
な
ど
様
々
な
面

で
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
何
を
優
先
す
る

か
総
合
的
に
検
討
し
、
国
民
の
声
に
応

え
ら
れ
る
決
断
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶
̶

委
員
（
自
民
）  

暗
渠
（
あ
ん
き
ょ
）
排

水
事
業
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
配
管
が
増

え
て
き
て
い
る
が
、
耐
久
性
に
優
れ
環

境
に
優
し
く
地
場
産
業
の
育
成
に
も
資

す
る
素
焼
き
の
土
管
を
使
用
す
べ
き
で

あ
る
。
来
年
度
予
算
に
間
に
合
う
よ
う

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長  

素
焼
き
土
管
は
材
料
が

入
手
し
易
く
適
用
土
質
が
幅
広
い
。
ま

た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
は
目
詰
ま
り
や
排

水
効
果
、
廃
材
の
処
分
方
法
の
検
証
が

必
要
で
あ
る
。
他
県
の
事
例
や
地
域
の

実
情
な
ど
も
踏
ま
え
、
技
術
検
討
会
の

中
で
、
早
急
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
立
農
業
高
校
に
お
け
る

実
習
助
手
の
採
用
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
民
主
）　

県
北
臨
海
部
で
は
、

常
勤
医
師
の
引
き
上
げ
に
伴
い
産
科

の
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
産
婦

人
科
医
師
は
、
全
国
的
に
も
な
り
手

が
少
な
く
減
少
し
て
い
る
。
産
科
医

療
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

日
製
日
立
総
合
病
院
は
本
年

四
月
か
ら
産
科
を
休
止
し
て
い
た
が
、

常
勤
産
科
医
を
一
名
確
保
で
き
た
と

聞
い
て
い
る
。
県
内
医
療
機
関
か
ら

の
支
援
や
、
東
京
の
大
学
か
ら
の
後

期
研
修
医
の
派
遣
に
つ
い
て
も
目
処

が
立
ち
つ
つ
あ
る
の
で
、
正
常
分
娩

の
再
開
に
向
け
な
お
一
層
努
力
し
て

い
く
。
県
と
し
て
も
、
産
科
医
療
の

確
保
に
、
な
お
一
層
努
め
て
い
く
。

議
員　

総
額
十
四
・
七
兆
円
の
国
の

第
一
次
補
正
予
算
も
見
直
し
の
対
象

と
さ
れ
、
鳩
山
内
閣
で
精
査
の
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
県
に
与

え
る
影
響
と
今
後
の
対
応
は
。

知
事　

地
方
向
け
の
交
付
金
な
ど
が

執
行
停
止
や
中
止
と
な
っ
た
場
合
、

県
内
の
景
気
回
復
、
雇
用
情
勢
の
改

善
な
ど
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
市

町
村
や
民
間
事
業
者
の
施
設
整
備
な

ど
に
も
支
障
を
き
た
す
。
迅
速
か
つ

円
滑
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

議
員　

雇
用
の
確
保
と
地
域
経
済
の

再
生
の
た
め
に
は
国
、
県
、
企
業
、

労
組
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
し
、
産

業
構
造
な
ど
の
地
域
性
に
着
目
し
て
、

国
の
取
り
組
み
を
補
完
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

民
間
企
業
や
経
済
界
、
労
働

界
等
か
ら
意
見
、
提
案
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
追
加
の
経
済
・
雇
用
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
現
在
、

本
県
産
業
の
集
積
や
強
み
を
活
か
し
、

ど
の
よ
う
な
分
野
の
振
興
発
展
を
図

る
べ
き
か
、
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

必
要
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
、

地
球
温
暖
化
対
策
、
本
県
農
業
の
振

興
と
農
業
者
個
別
所
得
補
償
制
度
な

ど
も
質
問
）

議
員
（
公
明
）　

全
国
初
の
試
み
と

な
る
複
数
病
院
連
携
に
よ
る
茨
城
方

式
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
事
業
で
は
、
病

院
間
の
調
整
役
で
あ
る
県
の
責
任
は

重
い
。
早
期
の
運
用
開
始
策
は
。

知
事　

二
カ
所
の
基
地
病
院
が
一
機

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
共
同
運
用
す
る

方
式
は
全
国
初
で
あ
る
。
運
航
前
に

統
一
の
運
航
基
準
を
作
成
し
、
両
病

院
で
同
様
の
運
航
体
制
が
と
れ
る
よ

う
調
整
し
て
い
く
。
来
年
七
月
の
運

航
開
始
後
は
運
航
調
整
委
員
会
を
設

置
し
、
運
営
に
万
全
を
期
す
。

議
員　

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
は
、

思
い
切
っ
て
小
学
校
卒
業
ま
で
の
拡

充
を
決
断
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
う
。

知
事　

現
在
、
小
学
生
以
上
を
対
象

と
し
て
い
る
の
は
四
都
県
の
み
で
あ

る
。
本
県
は
、
来
年
度
中
の
小
学
校

三
年
生
ま
で
の
拡
大
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水

準
に
な
る
。
自
己
負
担
額
や
所
得
制

限
は
現
行
水
準
を
据
え
置
く
方
向
で

検
討
中
だ
が
、
本
来
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
は
国
で
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、

国
に
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
知
事

会
な
ど
で
も
議
論
し
て
い
く
。

議
員　

県
出
先
機
関
の
一
部
だ
け
で

も
、
不
適
正
な
経
理
処
理
金
額
は
三

千
万
円
を
超
え
て
い
る
。
内
部
の
帳

票
検
査
も
、
す
べ
て
業
者
の
納
品
伝

票
な
ど
と
の
突
合
検
査
を
制
度
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
う
し

た
内
部
統
制
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、

県
民
の
誰
も
が
納
得
で
き
る
対
応
は
。

知
事　

調
査
を
進
め
た
結
果
、
不
適

正
な
経
理
が
判
明
し
、
県
民
の
皆
様

に
は
大
変
申
し
訳
な
く
、
心
よ
り
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
調
査
結
果

は
で
き
る
限
り
早
急
に
公
表
し
た
い
。

ま
た
、
再
発
防
止
策
と
し
て
、
す
べ

て
の
物
品
調
達
に
納
品
書
の
保
管
を

義
務
付
け
、
検
査
の
際
に
支
出
書
類

と
突
合
す
る
こ
と
と
し
、
検
査
手
法

の
改
善
を
検
討
す
る
。
職
員
の
法
令

遵
守
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
適
正
な

経
理
事
務
の
執
行
に
努
め
た
い
。

（
ほ
か
に
、
県
政
に
県
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
、
地
域
医
療
再
生

基
金
を
活
用
し
た
地
域
医
療
の
充
実

策
な
ど
も
質
問
）

伊
沢　

勝
徳
（
自
由
民
主
党
）

横
山　

忠
市
（
自
由
民
主
党
）

大
内
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）

福
地
源
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

青
山　

大
人
（
民　

主　

党
）

田
村
け
い
子
（
公　

明　

党
）

鈴
木　

徳
穂
（
自
由
民
主
党
）

白
田　

信
夫
（
自
由
民
主
党
）

●
質
問
者

予算特別委員会の主な質疑

県
北
臨
海
部
の
産
科
医
療
の
確
保
は

正
常
分
娩
の
再
開
に
向
け

な
お
一
層
努
力

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早
期
運
用
開
始
策
は

来
年
七
月
に
二
病
院
を
基
地
に

統
一
運
航
基
準
で
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一般質問（要旨）

経営改善に取り組む県立中央病院

常陸太田市産コシヒカリ「みずほちゃん」

来年１月から３月の期間限定で
無料となる水海道有料道路（常総市）

障害者用駐車場利用証制度は
栃木県など 11県 1市で導入済

豊かな自然が残る筑波山

議
員
（
自
民
）　

病
院
事
業
の
経
営

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
未
だ

四
十
八
億
円
を
超
え
る
繰
入
金
を
計

上
し
県
財
政
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
改

革
に
臨
む
べ
き
と
考
え
る
か
伺
う
。

病
院
事
業
管
理
者　

さ
ら
に
経
営
改

善
を
進
め
、
診
療
体
制
の
充
実
を
図

る
。
今
後
作
成
す
る
県
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
に
病
院
の
方
向
性
や
数
値
目

標
を
記
載
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

国
補
正
予
算
で
実
施
予
定
の

「
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
交
付
金

事
業
」
は
地
域
医
療
充
実
に
適
し
て

い
る
。
県
西
地
域
の
二
次
医
療
を
担

う
筑
西
市
民
病
院
を
対
象
と
し
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
部
長　

筑
西
市
民
病
院
な

ど
公
立
二
病
院
に
つ
い
て
は
医
科
大

学
と
連
携
し
て
医
師
確
保
を
図
り
、

医
療
機
能
を
強
化
す
る
。
ま
た
「
地

域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

医
療
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
。

 

（
ほ
か
に
、
国
道
五
○
号
下
館
バ
イ

パ
ス
の
事
業
進
捗
、
学
力
向
上
実
現

へ
の
覚
悟
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

常
総
市
内
の
豊
水

橋
と
美
妻
橋
の
混
雑
が
激
し
い
。
混

雑
緩
和
に
つ
な
が
る
水
海
道
有
料
道

路
の
通
行
料
金
の
無
料
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

土
木
部
長　

来
年
一
月
か
ら
三
月
に

限
り
、
通
行
料
金
を
無
料
と
す
る
た

め
の
予
算
を
今
定
例
会
に
提
案
し
て

い
る
。
今
回
の
無
料
期
間
の
豊
水
橋

や
美
妻
橋
の
交
通
量
な
ど
を
分
析
し
、

水
海
道
有
料
道
路
の
活
用
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　

Ｊ̶

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
第
二
期
計

画
に
あ
る
核
変
換
実
験
施
設
の
整
備

を
国
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

Ｊ̶

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
意
義
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
伺
う
。

知
事  

核
変
換
実
験
施
設
に
お
け
る

実
証
研
究
を
で
き
る
だ
け
早
期
に
開

始
し
、
こ
の
技
術
の
実
用
化
に
向
け

た
研
究
開
発
を
推
進
す
る
よ
う
国
に

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
、
Ｊ̶

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
、
地
域
商
店
街
の
活
性
化
な
ど

も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

農
家
が
米

づ
く
り
に
希
望
の
持
て
る
価

格
と
す
る
に
は
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
が
必
要
と
考
え

る
。
県
北
地
域
の
農
業
維
持

の
た
め
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

の
推
進
と
販
売
戦
略
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
北
地
域

の
利
点
を
活
か
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
は
、
販
売
戦
略
上

大
変
有
効
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
の

推
進
等
の
た
め
、
品
質
向
上
に
向
け

た
栽
培
技
術
、
機
械
・
施
設
の
整
備

と
と
も
に
、
首
都
圏
で
の
販
路
拡
大

を
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

常
陸
太
田
市
が
進
め
て
い
る

複
合
型
交
流
拠
点
構
想
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

企
画
部
長　

市
で
は
、
施
設
の
機
能

や
設
置
場
所
な
ど
の
検
討
段
階
と
聞

い
て
い
る
。
市
の
整
理
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
、
各

部
と
も
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
北
地
域
の
振
興
、
間

伐
推
進
体
制
の
整
備
と
県
産
材
利
活

用
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

健
常
者
の
不
正
利

用
な
ど
を
抑
制
し
、
障
害
者
が
気
兼

ね
な
く
利
用
で
き
る
障
害
者
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
策
は
。

保
健
福
祉
部
長　

障
害
者
用
駐
車
場

利
用
証
制
度
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

必
要
と
す
る
障
害
者
な
ど
に
安
心
感

を
与
え
利
用
し
や
す
く
す
る
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、
課
題
も
あ

り
、
本
県
で
は
導
入
し
て
い
な
い
。

各
県
の
状
況
を
検
証
し
つ
つ
導
入
に

向
け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

議
員　

茨
城
中
央
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

知
事　

北
関
東
自
動
車

道
の
茨
城
町
西
イ
ン

タ
ー
を
内
包
す
る
同
団

地
は
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

が
抜
群
で
、
今
回
四
社

目
の
立
地
が
決
ま
っ
た
。

企
業
の
用
地
取
得
費
を

一
部
補
助
す
る
事
業
や

企
業
誘
致
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
秀
で
た
専

門
家
を
雇
用
す
る
事
業
を
始
め
る
の

で
、
こ
れ
ら
も
活
用
し
つ
つ
企
業
誘

致
に
今
後
も
努
力
す
る
。

（
ほ
か
に
、
涸
沼
の
魅
力
再
生
へ
の

取
り
組
み
、
消
費
者
と
連
携
し
た
農

業
の
方
策
な
ど
も
質
問
）

議
員
（
公
明
）　

筑
波
山
の
観
光
振

興
策
と
し
て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
※
認

定
を
目
指
す
べ
き
。
ま
ず
は
県
が
主

導
し
て
市
町
村
や
自
然
保
護
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
か
ら
成
る
推
進
協
議
会
を
設
置

し
、
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

知
事　

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け
る

た
め
に
は
、
地
元
つ
く
ば
市
な
ど
が

主
体
に
取
り
組
み
を
進
め
、
実
績
を

積
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
県
で
は
、

地
域
の
意
向
や
盛
り
上
が
り
を
踏
ま

え
、
必
要
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
く
。

議
員　

本
年
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
の

プ
ラ
ハ
演
説
な
ど
「
核
な
き
世
界
」

に
向
け
歩
み
出
し
た
歴
史
的
な
年
。

核
不
拡
散
な
ど
を
誓
い
合
っ
た
国
連

安
保
理
首
脳
会
合
の
評
価
、
自
治
体

と
し
て
の
核
廃
絶
へ
の
意
思
表
示
、

県
民
連
帯
の
促
進
策
を
伺
う
。

知
事　

決
議
は
、
核
軍
縮
へ
の
気
運

高
揚
に
大
変
有
意
義
。
非
核
宣
言
は

議
員
提
案
が
あ
れ
ば
前
向
き
に
対
応

し
た
い
。
県
民
活
動
の
促
進
で
は
、

平
和
記
念
館
の
活
用
に
期
待
す
る
。

（
ほ
か
に
、
少
子
化
対
策
、
生
物
多

様
性
戦
略
の
策
定
な
ど
も
質
問
）

※【世界ジオパーク】…地質遺産を保全し、環境教育や普及、観光に活用する取り組みで、世界ジオパークネットワークにより認定される。ことば

水
海
道
有
料
道
路
の
無
料
化
は

来
年
一
月
か
ら
三
月
の
期
間
限
定
で

無
料
と
す
る
補
正
予
算
を
提
案

県
北
地
域
の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
と
販
売
戦
略
は

品
質
向
上
の
た
め
の
栽
培
技
術
や

首
都
圏
で
の
販
路
拡
大
等
を
支
援

病
院
事
業
経
営
改
善
の
今
後
の
目
標
は

県
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に

方
向
性
や
数
値
目
標
を
記
載

障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
策
は

障
害
者
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
導
入
を
検
討

筑
波
山
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を

地
元
が
主
体
、
必
要
が
あ
れ
ば
協
力
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一般質問（要旨）

企業が新規に立地した茨城港常陸那珂港区
（ひたちなか市）

県内で開催された自殺対策シンポジウム

世代間交流で生命のリレー教育

TX秋葉原駅

議
員
（
自
民
）　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
秋
葉
原
駅
で
の
乗
換

え
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
非
常
に
混
雑
し
、
Ｔ
Ｘ
の
メ

リ
ッ
ト
が
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
。

具
体
的
な
利
便
性
向
上
策
に
つ
い
て

伺
う
。

企
画
部
長　

鉄
道
会
社
で
は
来
年
度
、

ホ
ー
ム
階
か
ら
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
増
設
す
る
ほ
か
、
平
成
二
十
四
年

度
を
目
途
に
地
下
通
路
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
増
設
を
行
い
、
混
雑
緩
和
と

乗
換
え
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

議
員　

新
大
利
根
橋
有
料
道
路
は
、

昨
年
七
月
に
は
既
に
償
還
も
終
わ
っ

て
お
り
、
一
日
も
早
く
無
料
化
す
べ

き
と
思
う
が
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

早
期
無
料
化
に
つ
い
て

は
皆
様
か
ら
強
い
要
望
を
受
け
て
い

る
。
無
料
化
後
に
管
理
す
る
工
事
事

務
所
や
千
葉
県
と
の
協
議
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
、
本
年
度
末
に
無
料

化
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
介
護
予
防
へ
の
取
り
組

み
、水
難
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
・

快
適
な
海
水
浴
場
の
積
極
的
Ｐ
Ｒ
な

ど
も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

一
人
当
た
り
の
県

民
所
得
が
北
関
東
三
県
で
最
下
位
の

現
状
分
析
と
向
上
策
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

栃
木
・
群
馬
両
県
と
の
差
は

産
業
構
造
の
違
い
で
、
自
動
車
関
連

産
業
の
集
積
度
な
ど
が
影
響
し
た
。

県
民
所
得
の
向
上
に
は
地
域
経
済
の

成
長
が
重
要
で
あ
り
、
地
理
的
優
位

性
や
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
活
か
し
、
自
動
車
関
連
産
業
や

物
流
、
食
品
産
業
な
ど
を
対
象
に
戦

略
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

長
期
保
有
土
地
の
問
題
な
ど

も
あ
り
、
本
県
の
将
来
負
担
比
率
※

は
二
八
八
・
七
％
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

四
位
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

推
移
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

仮
に
保
有
土
地
が
全
く

売
れ
な
く
て
も
約
三
四
〇
％
で
早
期

健
全
化
基
準
は
下
回
る
。
負
担
は
平

準
化
し
毎
年
八
十
億
円
、
二
十
年
程

度
で
対
策
を
行
い
、
将
来
世
代
の
負

担
を
抑
制
す
る
財
政
運
営
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
不
況
下
の
企
業
誘
致
や

救
急
医
療
の
開
業
医
と
病
院
の
役
割

分
担
と
連
携
な
ど
も
質
問
）

田
所　

嘉
徳
（
自
由
民
主
党
）

西
野　
　

一
（
自
由
民
主
党
）

五
木
田
良
一
（
自
由
民
主
党
）

荻
津　

和
良
（
自
由
民
主
党
）

田
村
け
い
子
（
公　

明　

党
）

梶
岡　

博
樹
（
自
由
民
主
党
）

加
倉
井
昭
喜
（
自
由
民
主
党
）

佐
々
木
忠
男
（
民　

主　

党
）

山
岡　

恒
夫
（
自
由
民
主
党
）

議
員
（
民
主
）　

自
殺
対
策
は
究
極

の
安
全
網
。
自
殺
を
社
会
全
体
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
多
様
な
課
題
に
向

き
合
い
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

今
後
ど
の
よ
う
な
予
防
対
策
に
取
り

組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

か
か
り
つ
け
医
う

つ
病
診
断
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
※
を
養
成
す
る
。

基
金
を
活
用
し
、
来
年
度
か
ら
市
町

村
の
相
談
体
制
の
整
備
、
人
材
養
成

な
ど
の
実
施
を
後
押
し
し
、
県
と
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
対
策
に
取
り

組
む
。

議
員　

関
係
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、

人
口
想
定
、
契
約
・
必
要
水
量
の
見

直
し
、
施
設
耐
用
年
数
な
ど
を
十
分

精
査
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
広
域
水

道
へ
切
り
替
え
を
図
る
べ
き
。
県
広

域
水
道
事
業
の
有
効
活
用
を
聞
く
。

保
健
福
祉
部
長　

老
朽
化
に
よ
る
施

設
更
新
に
替
え
て
県
中
央
広
域
水
道

用
水
事
業
か
ら
の
受
水
が
促
進
さ
れ

る
よ
う
、
市
町
村
の
協
議
会
の
場
な

ど
で
協
議
・
調
整
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村
合
併
の
評
価
と

今
後
の
取
り
組
み
、 
県
道
那
珂
湊
大

洗
線
周
辺
の
交
通
渋
滞
解
消
策
な
ど

も
質
問
）

議
員
（
自
民
）　

自
殺
者
が
十
一
年

連
続
で
年
間
三
万
人
を
超
え
て
お
り
、

他
人
の
命
を
奪
う
事
件
も
後
を
絶
た

な
い
。
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
命
の

大
切
さ
を
教
え
、
命
を
未
来
へ
つ
な

い
で
い
く
教
育
が
必
要
な
の
で
は
。

教
育
長　

小
中
学
校
で
は
道
徳
の
時

間
に
命
の
尊
さ
を
考
え
さ
せ
る
授
業

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
体
験

に
よ
り
種
が
次
の
世
代
に
引
き
継
が

れ
る
こ
と
を
学
ば
せ
、
命
が
続
い
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
く
。

議
員　

本
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
過

去
最
低
と
な
っ
て
い
る
。
県
民
の
生

活
に
安
心
と
安
定
を
も
た
ら
す
た
め

に
は
雇
用
の
確
保
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
る
が
対
策
は
。

知
事　

企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
の

確
保
や
、
就
職
面
接
会
に
よ
る
就
職

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、研
修
・

雇
用
一
体
型
事
業
な
ど
に
よ
り
、
人

材
不
足
と
な
っ
て
い
る
介
護
・
福
祉

分
野
な
ど
の
人
材
を
育
成
し
雇
用
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
独
居
老
人
へ
の
対
応
、

耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
も
質
問
）

※【将来負担比率】…自治体財政健全化法に規定された4つの財政指標の一つで、400％を超えると財政健全化計画の策定が義務づけられる財政健全化団体となる。
※【ゲートキーパー】…自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応や相談機関につなぐことができる人。

ことば

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

請
願
の
審
査
結
果

土
木
委
員
会

○
県
営
六
番
池
団
地
の
駐
車

場
に
関
す
る
請
願

不

文
教
治
安
委
員
会

○
茨
城
の
障
害
児
教
育
の
充

実
を
求
め
る
請
願

○
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
請
願

採　 不

環
境
商
工
委
員
会

○
常
総
市
に
新
た
な
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
の
建
設
を

認
め
な
い
こ
と
を
求
め
る

請
願

継

採
…
採
択
／
不
…
不
採
択

継
…
継
続
審
査

●
質
問
者

平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の
適
正
な
執

行
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
、
今
年
度
補
正
予
算
の
一

部
執
行
停
止
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
地
方
自
治
体
向
け
の
予
算
が

執
行
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
、
関
係

事
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な

り
、
本
県
の
景
気
・
雇
用
は
も
と
よ
り
医

療
・
福
祉
な
ど
県
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

す
ば
か
り
で
な
く
、
ひ
い
て
は
国
と
地
方

の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
、
地
方
自
治
の

混
乱
を
招
く
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

状
況
を
熟
慮
し
、
政
策
の
見
直
し
等
に
あ

た
っ
て
は
、
地
方
自
治
体
の
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
、
財
源

問
題
で
実
施
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
の

適
正
な
執
行
に
最
大
限
の
配
慮
を
講
じ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

教
育
予
算
を
国
全
体
と
し
て
、
し
っ
か

り
と
確
保
・
充
実
さ
せ
る
た
め
、
次
の
事

項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

１　

き
め
細
か
い
教
育
の
実
現
の
た
め
に
、

第
八
次
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
教
職
員

定
数
改
善
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

２　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

す
る
こ
と
。

３　

学
校
施
設
整
備
費
、
就
学
援
助
・
奨

学
金
な
ど
教
育
予
算
の
充
実
の
た
め
、

地
方
交
付
税
を
含
む
国
の
予
算
を
拡
充

す
る
こ
と
。

４　

教
職
員
の
人
材
確
保
の
た
め
、
教
職

員
給
与
の
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
こ

と
。　
　
　
　
　
　

  

（
七
面
に
続
く
）

Ｔ
Ｘ
秋
葉
原
駅
の
利
便
性
向
上
策
は

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
増
設

県
民
所
得
の
向
上
策
に
つ
い
て

戦
略
的
企
業
誘
致
に
よ
り

地
域
経
済
を
成
長
さ
せ
て
向
上
図
る

自
殺
予
防
対
策
の
取
り
組
み
強
化
は

相
談
支
援
体
制
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
む

命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
機
会
を

道
徳
の
授
業
な
ど
で
教
え
て
い
く

（
要
旨
）

意

見

書
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文教治安委員会

保健福祉委員会

環境商工委員会

土木委員会

農林水産委員会

総務企画委員会

稲刈り体験する子どもたち

完成間近の茨城空港ターミナルビル臨界事故を起こした沈殿槽（複製）

医療従事者へのワクチン接種

耐震補強工事を実施した県立高校中学校での授業の様子

問　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
内
容
と
事
業
に
取

り
組
む
Ｊ
Ａ
系
統
へ
の
支
援
は
。

答　

関
係
す
る
農
林
水
産
省
、
文

部
科
学
省
、
総
務
省
が
連
携
し
、

小
学
生
が
農
山
漁
村
で
長
期
宿
泊

体
験
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
本
県

で
は
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機

構
で
取
り
組
み
、
二
十
年
度
は
城

里
町
の
七
つ
の
小
学
校
、
百
五
十

三
名
を
受
け
入
れ
た
。
Ｊ
Ａ
系
統

か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

助
言
す
る
。

問　

あ
な
た
の
そ
ば
の
ミ
ル
ク
ス

タ
ン
ド
事
業
と
は
。

答 

酪
農
関
係
者
で
水
戸
駅
構
内
に

ミ
ル
ク
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
、
県

内
産
の
牛
乳
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

県
内
酪
農
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
活
用
し
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消

費
拡
大
と
酪
農
へ
の
理
解
醸
成
を

図
る
予
定
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
減
農
薬
栽
培
や
温
暖

化
に
対
応
し
た
試
験
研
究
、
霞
ヶ

浦
の
水
生
植
物
帯
造
成
事
業
な
ど

も
質
問
）

問　

茨
城
空
港
か
ら
韓
国
を
経
由

し
て
世
界
に
行
く
こ
と
が
で
き
、

時
間
短
縮
も
経
費
節
約
も
で
き
る

と
い
う
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ

と
対
外
的
に
宣
伝
す
べ
き
で
は
。

答　

発
着
時
間
な
ど
を
早
く
公
表

し
て
も
ら
え
る
よ
う
ア
シ
ア
ナ
航

空
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
（
＊
）。
茨
城
空
港
を
利
用
し

た
場
合
の
目
的
地
ま
で
の
時
間
や

料
金
に
つ
い
て
も
も
っ
と
分
か
り

や
す
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問　

不
適
正
経
理
処
理
は
極
め
て

遺
憾
で
あ
り
、
二
度
と
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
再
発
防
止
策
は
。

答　

不
適
正
経
理
処
理
は
重
大
な

こ
と
と
受
け
止
め
て
お
り
、
今
後

は
一
層
厳
正
な
監
査
を
実
施
し
て

い
く
。
今
後
は
予
算
の
運
用
の
あ

り
方
を
検
討
し
、
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う

に
し
て
い

き
た
い
。

（
ほ
か
に
、

国
の
補
正

予
算
見
直

し
に
よ
る

本
県
財
政

へ
の
影
響

や
八
ッ
場

ダ
ム
・
湯

西
川
ダ
ム
・

霞
ヶ
浦
導

水
事
業
見

直
し
の
影

響
な
ど
も

質
問
）

問　

Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨
界
事
故
か
ら
十
年
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
世
論
調
査
で
70
％
近
く

が
原
子
力
事
故
に
対
し
て
不
安
を

感
じ
る
と
回
答
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
後
、
事
故
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
く
の
か
。

答　

安
全
対
策
を
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
事
故
を
振
り

返
る
機
会
、
事
故
後
の
安
全
対
策

を
検
証
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。

ま
た
、
臨
界
事
故
を
起
こ
し
た
沈

殿
槽
の
模
型
を
研
修
で
活
用
す
る

な
ど
、
事
故
の
教
訓
を
風
化
さ
せ

な
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問　

更
新
す
る
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
、
救
急
業
務
の
対
応
や
夜

間
の
飛
行
が
で
き
る
の
か
。

答　

転
院
搬
送
な
ど
の
救
急
業
務

に
活
用
で
き
る
。つ
く
ば
ヘ
リ
ポ
ー

ト
な
ど
の
離
発
着
場
の
照
明
が
夜

間
飛
行
に
適
し
て
お
ら
ず
、
現
段

階
で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
、
台
風
十
八
号
に
よ
る

被
災
対
策
、
地
球
温
暖
化
対
策
な

ど
も
質
問
）

問  

県
有
施
設
の
こ
れ
ま
で
の
耐

震
診
断
の
結
果
と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

昨
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
百

六
十
三
件
の
診
断
結
果
は
、
耐
震

補
強
が
必
要
な
建
物
は
八
十
六
件

で
あ
っ
た
。
今
年
度
は
、
百
六
件

の
診
断
を
進
め
る
と
と
も
に
、
耐

震
補
強
が
必
要
な
十
八
件
の
補
強

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

問  

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

の
第
三
次
勧
告
に
は
、
生
活
道
路

の
歩
道
幅
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
基

準
を
、
県
が
条
例
化
す
る
こ
と
で

見
直
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

こ
の
勧
告
の
方
向
で
進
ん
で
い
く

と
思
う
。
条
例
化
を
進
め
て
は
。

答　

現
状
は
、
特
例
的
に
二
メ
ー

ト
ル
未
満
の
歩
道
整
備
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
勧
告
内
容
が

現
実
化
す
れ
ば
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
歩
道
整
備
の
促
進
が
図
ら

れ
る
。
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
不
適
正
経
理
の
実
態

と
防
止
策
、
県
事
業
に
係
る
市
町

村
負
担
金
の
廃
止
な
ど
も
質
問
）

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
予
定
ど
お
り
始
め
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ

ン
と
の
同
時
接
種
は
可
能
か
。

答　

予
定
ど
お
り
十
月
十
九
日
か

ら
医
療
従
事
者
へ
の
接
種
を
開
始
し
、

順
次
優
先
者
か
ら
接
種
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
の
間
隔
は
一
週
間
以
上

あ
け
る
の
が
基
本
だ
が
、
状
況
に

よ
り
同
時
接
種
も
可
能
。

問　

県
立
病
院
改
革
の
こ
れ
ま
で

の
成
果
と
今
後
の
取
り
組
み
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

問
題
点
を
分
析
し
、
赤
字
経

営
の
体
質
改
善
と
政
策
医
療
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
。
今
後
も
診

療
体
制
の
充
実
や
、
筑
波
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
な
ど
に

よ
り
、
本
県
の
政
策
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設

が
中
止
に
な
っ
た
場
合
の
本
県
へ

の
影
響
、
竜
巻
被
害
者
へ
の
支
援

の
見
通
し
な
ど
も
質
問
）

問　

茨
城
県
は
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
知
識
的
な
分
野
、

基
礎
基
本
に
課
題
が
あ
る
。
調
査

結
果
の
公
表
に
よ
り
、
節
度
あ
る

競
争
を
し
な
い
と
、
学
力
向
上
は

困
難
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

基
礎
学
力
の
課
題
は
、
繰
り

返
し
学
習
の
不
足
に
あ
る
。
家
庭

で
の
復
習
な
ど
を
習
慣
づ
け
る
こ

と
が
大
事
で
あ
り
、
全
市
町
村
が

調
査
結
果
を
き
ち
ん
と
住
民
、
保

護
者
に
公
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

運
転
違
反
別
死
者
数
の
三
割
は
、

操
作
ミ
ス
な
ど
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

の
低
さ
、
免
許
点
数
で
は
見
え
な

い
部
分
に
よ
る
。
マ
ナ
ー
に
欠
け

る
運
転
者
を
集
中
的
に
取
締
る
方

法
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
意
見
公
募
で
、

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
浸
透
方
策
や

運
転
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
必
要
性
の

提
言
を
い
た
だ
い
た
。
悪
質
違
反

の
取
締
り
も
重
点
的
に
行
う
。

（
ほ
か
に
、
信
号
機
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

推
進
、
特
別
支
援
学
校
へ
の
医
療

的
ケ
ア
支
援
員
配
置
な
ど
も
質
問

※10月26日に、アシアナ航空は茨城̶ソウル便の運航スケジュールを発表しました。（茨城発は午後1時）

常任委員会の審議から

小
学
生
を
対
象
と
し
た
農
山
漁
村
で
の
長
期
宿
泊
体
験
を
行
う
事
業

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

分
か
り
や
す
い
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い

開
港
の
メ
リ
ッ
ト
を
積
極
的
に
宣
伝
す
べ
き

事
故
後
の
安
全
対
策
を
検
証
す
る
機
会
な
ど
を
設
け
た
い

Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨
界
事
故
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
対
応
は

耐
震
診
断
を
実
施
し
、
必
要
な
耐
震
補
強
を
進
め
る

県
有
施
設
の
耐
震
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は

全
市
町
村
に
よ
る
公
表
を
期
待

学
力
向
上
の
た
め
調
査
結
果
の
公
表
を

十
月
十
九
日
か
ら
接
種
開
始

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
開
始
は
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こ
れ
ま
で
に
八
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
県
出
資
団
体
や
特
別
会

計
・
企
業
会
計
の
経
営
健
全
化
を
図
る
諸
方
策
に
つ
い
て
鋭
意
、
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
三
回
委
員
会
に
は
知
事
の
出
席
を
求
め
、
出
資
団
体
等
の
経
営

悪
化
と
県
負
担
額
の
増
大
に
関
し
、
そ
の
原
因
や
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、
第
四
回
委
員
会
で
、
課
題
に
対
す
る
対

応
の
明
確
化
を
求
め
る
申
し
入
れ
事
項
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
四
回
か
ら
第
八
回
委
員
会
に
か
け
て
、
精
査
団
体
（
住

宅
供
給
公
社
、
開
発
公
社
、
土
地
開
発
公
社
、
鹿
島
都
市
開
発
株
式

会
社
、
社
会
福
祉
事
業
団
、
教
育
財
団
、
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構
）
と
精
査
会
計
（
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
造
成
事
業
特
別
会
計
、

都
市
計
画
事
業
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計
）

の
改
革
方
針
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
精
査
団
体
・
会
計
に
準
じ
て
審
議
す
る
た
め
新
た
に
選

定
さ
れ
た
九
団
体
・
三
会
計
の
課
題
や
改
善
方
針
な
ど
に
つ
い
て
審

議
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
五
面
か
ら
続
く
）

災
害
被
災
者
へ
の
支
援
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

先
の
十
月
八
日
に
日
本
列
島
を
縦
断
し
た
大

型
の
台
風
十
八
号
は
、
本
県
土
浦
市
、
龍
ケ
崎

市
及
び
利
根
町
の
一
部
に
局
地
的
な
竜
巻
を
発

生
さ
せ
、
重
傷
者
を
含
む
人
的
被
害
に
加
え
、

家
屋
の
半
壊
や
農
業
用
鉄
骨
ハ
ウ
ス
の
全
壊
な

ど
極
め
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
格
段
の
配
慮
を
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

１　

生
活
再
建
支
援
に
関
す
る
事
項

　

⑴
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
の
適
用
条

件
を
、
局
地
的
災
害
へ
も
適
用
可
能
と
な
る

よ
う
緩
和
す
る
こ
と
。

　

⑵
一
部
損
壊
住
宅
に
つ
い
て
も
支
援
対
象
と

な
る
よ
う
、
制
度
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

　

⑶
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基
づ
く
支
援

金
の
支
給
に
お
け
る
国
負
担
割
合
を
引
き
上

げ
る
こ
と
。

２　

農
業
被
害
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
事
項

　
　
「
天
災
に
よ
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
に
対

す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
」

の
適
用
対
象
外
と
な
る
局
地
的
な
農
業
被
害

に
対
し
て
も
、
ハ
ウ
ス
の
修
復
、
再
建
な
ど

の
た
め
の
無
利
子
資
金
の
融
通
等
特
段
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
必
要
性
と

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
十
分
に
斟
酌
さ
れ
、
適
切

に
対
応
さ
れ
る
よ
う
、
下
記
の
事
項
に
つ
い
て
、

強
く
要
望
す
る
。

１　

八
ッ
場
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
国
と
地
元
住

民
・
１
都
５
県
の
約
束
の
も
と
に
進
め
ら
れ

て
い
る
事
業
で
あ
り
、
国
の
責
任
に
お
い
て

事
業
の
推
進
を
図
り
、
予
定
ど
お
り
に
全
事

業
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

２　

地
元
住
民
の
生
活
再
建
事
業
の
た
め
に
は
、

ダ
ム
湖
の
完
成
、
国
道
・
Ｊ
Ｒ
付
け
替
え
等

の
工
事
の
一
日
も
早
い
完
成
が
必
要
で
あ
り
、

最
大
限
の
努
力
の
も
と
で
取
り
組
む
こ
と

地
方
分
権
の
さ
ら
な
る
推
進
と
地
方
財
政
の
立

て
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

国
会
お
よ
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
地
方
分

権
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
方
財
政

を
立
て
直
す
た
め
、
以
下
の
施
策
を
実
現
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１　

①
国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
国
の
関
与
の

在
り
方
の
見
直
し
、
②
都
道
府
県
か
ら
市
町

村
へ
の
権
限
移
譲
、
③
国
の
出
先
機
関
の
廃

止
・
縮
小
、
④
法
令
に
よ
る
義
務
付
け
・
枠

付
け
の
見
直
し
、
⑤
補
助
金
・
交
付
税
・
税

源
配
分
の
見
直
し̶

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
新
地
方
分
権
一
括
法
案
」
を
速
や
か
に
国

会
に
提
出
す
る
こ
と
。

２　

直
轄
事
業
を
基
礎
的
・
広
域
的
な
事
業
に

限
定
し
、
直
轄
事
業
負
担
金
制
度
を
速
や
か

に
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
地
方
に
と
っ
て
必

要
な
事
業
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３　

国
と
地
方
の
代
表
者
が
協
議
す
る
機
関
の

設
置
を
法
制
化
す
る
こ
と
。

４　

地
方
消
費
税
の
充
実
を
含
む
税
制
抜
本
改

革
や
地
方
交
付
税
の
法
定
率
の
見
直
し
を
含

む
交
付
税
総
額
の
復
元
・
充
実
を
行
う
こ
と
。

経
済
成
長
を
実
現
で
き
る
平
成
二
十
二
年
度
予

算
の
編
成
を
求
め
る
意
見
書

　

国
会
お
よ
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
経
済
の

安
定
成
長
を
実
現
す
る
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、

平
成
二
十
二
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

以
下
の
施
策
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
さ
れ

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

１　

太
陽
光
発
電
の
普
及
拡
大
、
次
世
代
自
動

車
や
グ
リ
ー
ン
家
電
の
普
及
促
進
な
ど
、
環

境
に
優
し
い
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
。

２　

生
命
科
学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
な
ど
、
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
わ
が
国
の
革
新
的
研
究
や

技
術
開
発
を
戦
略
的
に
支
援
す
る
こ
と
。

３　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
地
域
、
携

帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
や
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の
未
提
供
地
域
の
解
消
の
た
め
、
過
疎

地
域
や
山
間
部
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
を

整
備
す
る
こ
と
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
以
下
の

施
策
の
推
進
を
図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

１　

院
内
感
染
対
策
の
徹
底
な
ど
、
医
療
従
事

者
や
重
症
化
の
恐
れ
の
あ
る
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
。

２　

重
症
患
者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
提
供
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
。

３　

感
染
拡
大
お
よ
び
ウ
イ
ル
ス
の
性
状
変
化

を
早
期
に
探
知
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
調

査
・
監
視
）
を
実
施
す
る
こ
と
。

４　

ワ
ク
チ
ン
の
速
や
か
な
製
造
と
供
給
な
ど

接
種
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
優
先
接

種
対
象
者
等
へ
の
公
的
助
成
を
拡
大
す
る
こ

と
。

５　

地
方
自
治
体
、
医
療
機
関
、
一
般
国
民
に

対
し
て
迅
速
・
適
切
に
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
。

６　

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

対
応
に
つ
い
て
十
分
検
証
を
行
い
、
強
毒
性

と
言
わ
れ
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ

５
Ｎ
１
）
へ
の
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
継
続
と
さ
ら
な

る
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
世
界
最
高
水
準
の
義
務
教

育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
小
六
・
中
三
の
全
児

童
生
徒
を
対
象
と
す
る
全
国
学
力
テ
ス
ト
を
継

続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
調
査
結
果

を
最
大
限
活
用
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
充
実
を

図
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

警
察
官
の
増
員
を
求
め
る
意
見
書

　

本
県
警
察
官
一
人
当
た
り
の
業
務
負
担
は
、

平
成
二
十
一
年
度
の
増
員
後
に
お
い
て
も
人
口

が
全
国
第
七
位
で
あ
る
ほ
か
、
運
転
免
許
人
口

が
第
二
位
、
刑
法
犯
認
知
件
数
が
第
五
位
、
凶

悪
犯
認
知
件
数
が
第
二
位
、
道
路
実
延
長
が
第

六
位
に
位
置
し
て
い
る
な
ど
、
極
め
て
加
重
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
昨
年
本
県
で

実
施
し
た
県
政
世
論
調
査
に
お
い
て
も
、
回
答

者
の
約
六
割
が
「
治
安
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

本
県
の
治
安
維
持
に
的
確
に
対
応
で
き
る
警
察

活
動
体
制
の
充
実
・
確
保
は
極
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
本
県
の
実
情

を
十
分
に
勘
案
さ
れ
、
県
民
の
安
全
と
平
穏
を

確
保
す
る
た
め
の
必
要
な
警
察
官
の
増
員
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

信
号
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
お
い
て
は
、
交
通
事
故
防
止
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
に
有
効
な
施
策
と
な
っ
て
い
る
信

号
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

11.26 木 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

27 金 議案調査
28 土
29 日

30 月 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

12. 1 火
議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、

議案常任委員会付託）
2 水 常任委員会
3 木 常任委員会
4 金 県出資団体等調査特別委員会
  5 土
6 日
7 月 決算特別委員会
8 火 議事整理

9 水 議会運営委員会
（委員長報告、採決、閉会）

　次回の平成 21年第４回定例県議会は、
11月 26日から 12月 9日までの 14日間
の会期日程で開催される予定です。

　

八
月
三
十
日
の
茨
城
県
議
会

議
員
西
茨
城
郡
選
挙
区
補
欠
選

挙
で
当
選
し
た
村
上
典
男
議
員
を
、
総
務
企
画
委
員

会
の
委
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
珂
郡
選
挙
区
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
遠

藤
実
議
員
を
、
文
教
治
安
委
員
会
の
委
員
に
選
任
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
長
谷
川
修
平
議
員
を
議
会
運
営
委
員
会

及
び
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員
に
選

任
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
予
算
の
執
行
状

況
が
適
正
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

　

十
月
九
日
の
本
会
議
で
選
任
し
た
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長　

田
山　

東
湖

副
委
員
長　

藤
島　

正
孝

委　
　

員　

西
野　
　

一

　

〃　
　

飯
泉　
　

淳

　

〃　
　

錦
織　

孝
一

　

〃　
　

黒
部　

博
英

　

〃　
　

石
田　
　

進

　

〃　
　

本
澤　
　

徹

　

〃　
　

狩
野　

岳
也

　

〃　
　

白
田　

信
夫

　

〃　
　

小
林　

靖
男

　

〃　
　

佐
藤　

光
雄

　

〃　
　

青
山　

大
人

委　
　

員　

井
手　

義
弘

　

〃　
　

半
村　
　

登

　

〃　
　

山
中
た
い
子

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
十
月
十
五
日

に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
二
十
年
度
茨
城
県

公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
」
に
つ
い
て
、

十
月
二
十
一
日
に
委
員
会
を
開
催
し
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
公
営
企
業
を
所

管
す
る
企
業
局
、
病
院
局
、
土
木
部
の
各

部
局
か
ら
事
業
実
績
等
の
説
明
を
聴
取
す

る
と
と
も
に
、
監
査
委
員
に
決
算
審
査
意

見
を
求
め
、
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
同
じ
く
十
月
十
五
日
に
付
託
さ

れ
た
「
平
成
二
十
年
度
茨
城
県
一
般
会
計

及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」

に
つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し

部
局
ご
と
の
審
査
を
行
い
、
第
四
回
定
例

会
の
会
期
中
の
委
員
会
に
お
い
て
総
括
質
疑
、

採
決
を
行
う
予
定
で
す
。

　

十
月
二
十
六
日
に
、「
人
口
減
少

時
代
の
地
域
振
興
と
は
？
〜
全
国
先

進
事
例
に
学
ぶ
地
域
経
営
〜
」
と
題

し
て
、
県
議
会
主
催
の
講
演
会
が
、

県
議
会
議
事
堂
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
、（
株
）
日

本
政
策
投
資
銀
行
の
大
西
達
也
氏
を

お
招
き
し
ま
し
た
。

　

大
西
先
生
か
ら
は
、「
少
子
高
齢

化
の
急
速
な
進
展
等
に
よ
り
日
本
に

お
い
て
人
口
減
少
社
会
が
現
実
の
も

の
と
な
り
、一
方
で
、経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
政
府
部
門
の
財
政
逼
迫
等

の
要
因
に
よ
り
大
都
市
圏
と
地
域
間

の
格
差
は
拡
大
し
た
。

　

今
後
の
人
口
動
態
か
ら
は
、
我
が

国
就
業
人
口
の
構
造
的
減
少
と
、
首

都
圏
と
地
方
圏
の
地
域
間
格
差
の
さ

ら
な
る
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
首
都
圏
や
都
道
府
県

単
位
で
は
な
く
生
活
圏
と
し
て
の
都

市
圏
単
位
で
見
た
人
口
動
態
や
年
齢

層
毎
の
人
口
動
態
に
着
目
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
環
境
変
化
に
対
応
し
た

今
後
と
る
べ
き
地
域
振
興
策
に
あ
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
が
企
画
し
、

地
域
は
そ
れ
に
従
う
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
で
外
部
か
ら
の
資
源
導
入
に
依
存

し
た
経
済
効
率
重
視
の
画
一
的
な
地

域
開
発
か
ら
、
地
域
の
多
様
性
や
独

自
資
源
を
生
か
し
地
域
自
ら
取
り
組

む
地
域
経
営
へ
転
換
す
る
視
点
が
必

要
と
な
る
。

　

地
域
人
材
の
確
保
・
育
成
や
住
民

の
参
加
促
進
、
地
域
資
源
の
有
効
活

用
、
官
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

形
成
や
外
部
評
価
の
効
用
な
ど
、
総

合
的
な
地
域
経
営
戦
略
を
展
開
し
、

い
わ
ゆ
る
内
発
型
地
域
振
興
へ
転
換

し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
地
域

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
条
件
で

あ
る
。」
と
の
貴
重
な
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会

（
要
旨
）

意

見

書

議
会
人
事

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

外
部
依
存
か
ら
内
発
型
地
域
振
興
へ

日
本
政
策
投
資
銀
行　

　

大
西
達
也
氏
が
講
演
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問7　農業の振興について
後継者や新規就農者の育成に力をいれていくべきとする意見が3割を超え、最も多い。

茨城県は農業産出額全国第3位の農業大県ですが、一層の農業の振興を図るため、あなたは、次
の中でどれに力を入れていくべきだと思いますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
農業を企業化し、若者の新規就農を促進すべき /耕作放棄地の利用促進を /農薬の空中散布をやめ
てほしい、など

後継者や新規就農者の育成
地産地消（地域でとれた食材を地域内で消費する取り組み）の推進

農薬等の適正な使用や堆肥の利用による、環境に優しい農業の推進

優れた農畜産物のブランド化などによるイメージアップと市場の拡大

都市と農山村の交流の拡大（農産物直売所の開設など）

農畜産家の生産規模の拡大と生産性の向上

その他

問11　教育のあり方について
命の大切さと他人を思いやる道徳教育の充実に力を入れるべきとする意見が3割を超える。

あなたは、学校教育のあり方について、以下の施策の中で、どれに力を入れていくべきだと思い
ますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
教師の質の向上を /土曜日も授業を実施してほしい /一学級の子供の人数を減らしてほしい、など

命の大切さと他人を思いやる道徳教育の充実

教師の負担軽減による児童・生徒と向き合う時間の確保

授業時間の増加など学力向上のための取り組み

児童・生徒のボランティア・地域活動への参加

地域と一体となった教育の推進

地域で活躍する人材の学校教育での活用

子供の悩みに対する相談体制の充実

その他

問10　道路行政について
高速道路の整備よりも「歩道や自転車道の整備」「市街地の中の生活道路の整備」を求める意見が多い。

あなたは、今後の道路整備は次の中でどれに力を入れていくべきだと思いますか（2つまで○を
つけてください）

〈その他の主な意見〉
交通渋滞解消や生活道路として本当に優先されるべきところをきちんと調査して格付けによる整備を行う /
ベビーカーや車椅子が通りやすい道にしてほしい /観光地へのアクセス道路整備と駐車場の充実を、など

歩道や自転車道の整備

市街地の中の生活道路の整備

既存の道路の維持補修

国道などの幹線道路の整備

景観・美観に配慮した道路の整備

高速道路の整備

その他

問9　景観行政について
景観に配慮した公共事業の推進を求める意見が3割と多い。
景観に対する県民の関心が高まっている中、今後、次のうちどのような取り組みを強化していく
べきと考えますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
電柱・電線の地中化を全県域で実施してほしい /自然景観や歴史的建造物の保護をしてほしい /現
状のままでよい、など

景観に配慮した公共事業の推進

建物の色や形などに対する規制や誘導

景観育成のための、行政からの経費助成

地域住民の参加によるボランティア活動

景観に関する講習会や表彰の実施などの啓発活動

その他

問8　食の安全・安心について
食の安全・安心に関する情報提供を求める意見が2割近くを占める。

あなたは、食の安全・安心の実現のため、次の中でどのようなことに力を入れるべきだと思いま
すか。（3つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
法令違反者には厳罰を。今は甘すぎる/消費者が添加物等の知識を得るための教育の場を設けてほしい /
安全安心なものを作る適正価格を消費者が理解し、プライドを持った生産者・事業者を育てる、など

食の安全・安心に関する情報提供

生産者、事業者に対する監視・指導の強化

食品や農産物に対する安全確保のための基準の強化

食品の検査の強化

地域の食文化や食品の安全に関する知識を深める食育の推進

県内で生産された農畜産物や食品についての認証制度の推進

生産者や事業者と消費者が交流し話し合う場の設置

その他

問12　安全な社会づくりについて
「住民、学校、企業、団体など地域の絆を強める取り組み」を必要とする意見が28%、次に「街灯・
防犯灯の増設」を求める意見が多い。

安全な社会づくりには警察の取り組みの強化が不可欠ですが、地域の安全を守るためには警察以
外の人々の協力も重要です。あなたは、次のうち、警察以外の機関や人たちはどのようなことを
すべきだと思いますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
子供が自分自身で身を守る自覚を持てる防犯教育の強化 /地域住民のコミュニケーションづくりが
重要 /警官の増員を求む、など

住民、学校、企業、団体など地域の絆を強める取り組み

街灯・防犯灯の増設

住民共同パトロール

防犯カメラの設置

落書き消去等の環境浄化

駐車・駐輪場の防犯対策

その他

問16　県政・県議会に対する提案等
・最近は景気低迷により収入が減り家計にも余裕のない家庭が増えてきている。県も無駄な支出を削
減し、少しでも県民に納得のいく税金の使い方をしてほしい。
・県議会議員の定数削減、政務調査費の見直し、議員の定年制導入等をしてほしい
・働きたくても仕事が見つからない若者がたくさんいる。正社員で働けるよう雇用対策を急いでほしい。
・茨城空港の開港の是非を県民に問うべき。これ以上税金を増やさないでほしい。
・茨城空港は本当に黒字経営が成り立つのか不安。ターミナルビルの屋上を見学コースにしたりレス
トランを多く取り入れるなど集客の工夫を。中部国際空港（セントレア）は温泉もある。
・地域が陸の孤島になっているので公共交通機関の充実を願う。
・県全体、隅々まで偏ることなく目を向けてほしい。
・議会や議員の活動が見えず、遠い存在である。地元選出の議員の活躍がさっぱり分からない。議員は議会終
了後に支持者に対し報告会を開いてほしい。議会広報はもっと詳しくわかりやすく情報を提供してほしい
・農産物など、茨城をもっと全国にPRしてほしい
・県民の意見を大切にしてほしい。アンケートはまた実施してほしい、など。

問15　議会活動について（調査特別委員会について）
保健・福祉・医療の分野における課題について、調査や審議をしてほしいという意見が3割を超え最も多い。

県議会では、県政上の重要かつ緊急の課題について、対応策等について重点的に調査・審議する
特別委員会を設置しています。あなたは、県議会の調査特別委員会において、どのような課題に
ついて、調査や審議をしてほしいと思いますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
雇用問題 /行政の無駄使いの調査 /茨城空港の課題や空港を活用した地域振興策 /特別委員会を設
置せず常任委員会の中の調査ですべき、など

保健、福祉、医療の分野における課題

地域振興の分野における課題

教育分野における課題

農林水産業の分野における課題

環境の分野における課題

商工、観光、労働の分野における課題

その他

問13　県の重点施策について
県に力を入れて欲しい重点施策として回答のあった上位3つは「保健・福祉・医療の充実」「安全・
快適な社会づくり」「雇用対策」である。

あなたは、今後、県がどのような分野に力を入れていくべきだと思いますか（5つまで○をつけてください）

保健・福祉・医療の充実

安全・快適な社会づくり

雇用対策

自然保護、環境対策

農林水産業の振興

子育て支援対策

教育の充実

公共交通機関の充実

住みやすい都市づくり

消費者対策

商工業の振興

文化・芸術・スポーツの振興

観光の振興

国際交流の推進

問14　議会広報について
議会だよりの紙面では、「特集を組むなど、特に重点をおいた内容について分かりやすく記載する」
ことを望む意見が多い。

県議会だよりは、年4回開催される定例県議会の終了後に発行しています。県議会だよりをより多くの
皆様に読んでいただくには、どのような点を改善すればよいと思いますか（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
字をもっと大きくしてほしい /もっと内容を分かりやすく記載してほしい /質疑内容をもっと多く載
せてほしい /質疑の本文中に議員名を表示してほしい、など

特集を組むなど、特に重点をおいた内容について分かりやすく記載する

文字情報を増やし、記事全般についてより詳しく記載する

写真やイラストを増やす

色使いやレイアウトを工夫する

その他

茨城県議会携帯サイトのご案内
11月 13日に、「茨城県議会携帯サイト」を開設しました。議員名簿（五十音順、
選挙区別、委員会別 ) や委員会名簿、会期日程、傍聴のご案内、請願（陳情）
のご案内等を閲覧することができますのでぜひご活用ください。
ＵＲＬ　http://mobile.pref.ibaraki.jp/?page=3044

（1面から続く）


